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異常に火災が多鰭しで“ます

％一四日町1・全焼％一為永・全焼％一中条下町・全焼

■火の元点検を■

　
三
月
に
入
っ
て
全
焼
火
災
が
続
発

し
て
い
ま
す
。
三
月
九
日
に
は
四
日

町
一
で
、
サ
ロ
ン
ヒ
ー
タ
ー
で
お
こ

し
て
い
た
豆
炭
が
原
因
で
、
三
月
十

四
日
に
は
為
永
で
、
物
置
で
の
た
き

火
が
原
因
で
、
三
月
十
五
日
に
は
中

条
下
町
で
、
サ
ロ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
調

節
不
良
に
よ
る
異
常
燃
焼
が
原
因
で
、

木
造
二
階
建
住
宅
が
全
焼
し
ま
し
た
。

　
火
器
を
使
う
と
き
は
充
分
点
検
し
、

安
易
な
使
用
方
法
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
・
署
・
消

防
団
で
は
、
四
月
一
日
～
七
日
ま
で

「
春
季
火
災
予
防
運
動
」
を
展
開
し

ま
す
。
期
間
中
に
は
、
消
防
職
員
、

消
防
団
員
が
各
事
業
所
、
危
険
物
施

設
の
ほ
か
、
一
般
住
宅
に
も
火
の
元

検
査
に
う
か
が
い
ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
に
、
十
日
町
地
域
で

は
四
十
件
の
火
災
が
発
生
し
、
四
千

七
百
万
円
も
の
損
害
を
出
し
て
い
ま

す
。
毎
年
春
に
は
、
田
畑
の
周
囲
の

枯
草
焼
や
山
菜
採
り
の
タ
バ
コ
の
不

始
末
か
ら
林
野
火
災
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
充
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
～
点
検
は
　
防
火
の
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
し
め
く
く
り
～

ゴ
欝
灘
業

　
　
　
　
藤
麗
鐵
環
で

　
衛
生
施
設
組
合
管
内
か
ら
排
出
さ

れ
る
ゴ
ミ
の
量
は
年
間
二
万
六
千
ト

ン
に
の
ぼ
り
、
処
理
経
費
が
約
二
億

二
千
万
円
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
年
度
か
ら
燃
え
な
い

ゴ
ミ
の
う
ち
「
粗
大
ゴ
ミ
の
日
」
を

毎
月
第
二
週
に
設
け
て
、
効
率
的
な

収
集
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
未
収
集
区
域
だ

っ
た
三
十
二
集
落
五
百
五
十
六
世
帯

に
つ
い
て
も
、
五
月
の
雪
消
え
か
ら

収
集
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
（
当

分
月
一
回
収
集
）
、
市
内
全
域
が
ゴ

ミ
収
集
区
域
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
「
ゴ
ミ
の
出
し
方
」
「
収

集
計
画
表
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

昭和59年度犬の登録と

第1回狂犬病予防接種を実施

　4月16日～19日の4日間で実施します。

詳しくは市報4月10日号でお知らせします

が、会場の変更もありますのでご注意くだ

さい。最寄の会場の該当する日時に、申込

書、印鑑持参のうえ犬をお連れください。

また、実施期間中は、犬の引き取りは行い

ません。

ボタン型電池回収にご協力を

　電卓や時計、カメラに使用されているボ

タン型電池には、筒型電池にくらべて多量

の有害物質（水銀）が含まれていて、普通

のゴミと一緒に捨てられると将来問題にな

る可能性があります。販売店でボタン型電

池を回収しますので、使用済みの電池は引

き取ってもらいましょう。

市
籠
課
盟
再
開
し
ま
す
〈
詮
塙
舗
鞭
卯
て
〉

年開催した「地域医療座談会」
醸
昨

　
冬
期
間
中
止
し
て
い
た
「
市
民
と

語
る
日
」
は
、
雪
消
え
を
待
っ
て
五

月
一
日
㈹
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　
今
年
の
語
る
日
は
、
昨
年
か
ら
は

じ
め
た
市
の
重
点
施
策
を
テ
ー
マ
に

し
た
座
談
会
、
討
論
会
形
成
で
の
開

催
を
さ
ら
に
充
実
し
て
ゆ
く
こ
と
と

し
、
全
市
民
的
な
問
題
に
つ
い
て
、

毎
月
テ
ー
マ
を
設
け
て
行
い
ま
す
。

　
五
月
の
テ
ー
マ
は
、
市
報
四
月
号

　スパイクタイヤの使用はやめよう

　～不使用期問4月1日～11月30日まで～

　スパイクタイヤ使用による道路の損耗や

生活環境に対する影響が心配されます。

　スパイクタイヤによる道路のいたみは激

しく、県管理道路の補修費は毎年30億にも

のぼっています。このため、新潟県では全

　　　　　　　　　国に先がけて実施要
　　　　『0綱を制定し、4月一

　　　　　楠盟叢灘讐
て馬一一㌧一一・ら爾一

◆節氷協力あ嶺がとう謬繊懸珍驚

　昨離末鎌の上永道水源異鴬渇水爾だめ．

熱・へんご不便巻お懸けし諜し驚、ご協力

のおかげで、爽規模毒断水もな《、平常の

経繋氷滋警癒きるまう雄嶽鰻諜馨鍵。

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
　
「
克
雪
対

策
」
「
観
光
振
興
」
　
「
下
水
道
」
「
保

育
所
」
　
「
き
も
の
産
業
首
都
」
　
「
地

域
医
療
」
　
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣

言
」
な
ど
、
市
制
施
行
三
十
周
年
を

迎
え
、
ぜ
ひ
と
も
解
決
が
必
要
な
テ

ー
マ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
毎
月
一

日
の
三
時
～
七
時
ま
で
市
役
所
で
開

催
し
ま
す
の
で
、
提
言
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
と
も
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一4月の日曜営業　　　　一
　ガソリンスタンド（輪番制）

1日　龍巳石油仙田給油所

　　　㈱吉田商会土市給油所

　　　㈱山松商店十日町給油所

8日　川西農協川西農協給油所

　　　㈱村山商会十日町中央給油所

　　　十日町石油㈱十日町第二給油所

15日　米岡石油㈱川西町給油所

　　　十日町石油㈱十日町第一給油所
　　　㈱村山商会燃料センター

22日　㈱山松商店川西給油所

　　　㈱村昭石油十日町給油所

　　　㈲アイランド商会上島給油所

　　　各種相談へ
〈交通事故相談〉　4月2日（月）

〈定例行政相談〉　4月19日休）

〈巡回内職相談〉　4月20日働

時間10100～15：00　会場市役所市民相談室

目
－
脳

唖”
多

陸
ぼ

“
弓
3
一
哩

「駆
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　市では、自覚できない潜在している病気を

発見することや￥将来に発展するかも知れな

い身体的条件があるかどうかをチエツクする

目的で￥各種健康診断を実施しています。

　昭和58年度に実施した健診結果をお知らせ

します。これらの検査により多くの疾患が発

見されていますが￥一方では受診率が低下し

ている現状もあります。

　　“自分の健康は自分自身で守ろうw

そのための健康診断でもあります。結果を参

考にして￥ぜひ今年は受けるようお願いしま

す。

⑱㊥⑫㊥㊥⑫㊧◎㊨
　　　　　　　　　　　　　　　　爵

分の
oo．』9

◎
㊨
⑪
⑤
◎

　
●
，

～健康診断は

　　健康管理のかなめ～

健康診断にご理解を〃

謬●

紫

健
康
診
断

正
常露異

※家族の健診の計画を立

てましょう。　（予定表

は3月末に配布予定）

※健診の結果は必ず聞き

ましよう。

※家族の健康を記録して

おきましょう。

　　　墓曙半

　　　　　　ロ　　　り　　　健

病気であるかどう　　康
かをさらにくわし
く検査します。何
でもないことが多
いのですから恐が
らずに受けましょ
う。中途半端にし
ておくことは病気
の手遅れを招きま
す。

の
栄養￥運動￥休養など健康

度の点検をし、より健康で

あるよう一層の努力をしま

しよう。

■
　　　次回も必ず受けまし

　　　　ヤ　　　よつ。

吟
半健康の原因をみきわめて

もらい、日常生活を是正す

るよう努めましょう。

ゆ
医師による治療や管理が必

要です。早く回復するよう

努力しましよう。

瞬

　　　　　　　　　　　　　　　　羅羅…灘難轍繍糟灘雛

◎胃ガン検診
　対象者数21，473人　受診者数1，583人（58年12月末現在）

受診結果

雛　　　　驚

健康のことで不安や￥

疑問があるときはか

かりつけの医師や￥

会社の医務室保健所

または市町村の保健

婦に相談しましょう。

＾斧

．”》、

要精検
355人

（22．4％）

♂
甜巻

脳

無

しな
人
矧

　
2
8
6

　
β
乳

常
1
σ

異

灘

甥蓬

巽

、

、

　　　　　　　　　　一一’　　　　　　　　　　　　　　　　カン1人ω．5艶ノ　　、
精密検診結果一”一一一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

異　常　な　し

　　142人
　（40．0％〉

胃　炎

　60人
（16．9％）

その他

30人
（8，6％）

未受診
　90人
（25．4％）

ポリープ
胃かいよう

　14人
（3．9％）

十二指腸かいよう

　13人
　（3．7％）

　　　　　　　　　　　●58年は29人の方が胃がんで死亡してい

　　　　　　　　　　　　ます。しかし胃がん検診は対象の1割

　　　　　　　　　　　　もうけていません。精密検査結果では、

　　　　　　　　　　　　昨年と比べて胃かいようは倍、胃炎は

　　　　　　　　　　　　増大しています。社会的ストレスも影

　　　　　　　　　　　　響していると思われます。
　　　　　12人
　　　　（3．4％）
（ただし診断名が2つ以上ついた者あり）

懸

灘

鑛
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◎子宮ガン検診 対象者数15，131人　受診者数2，656人　受診率17．6％

　　結果

区分
子宮ガン 子宮筋腫 ビラン ポリープ 膣　　炎 その他 異常なし

人　　数 1 52 46 48 17 39 2，462

割合（％） 0．04 2．0 1．7 1．8 0．6 1．5 92．7

　・［戸

四団四　蓬
印日日図日　　／て
印日印日団　　！　身

日日編o日日

5
㌔璽

、
．
“
尋
・

（ただし診断名が2つ以上ついた者あり）

年　度 対象者数 受診者数 受診率 新患者数

54 18，210

　　　人
13，322

　　　人
73．2
　　　％

17
　　人

55 18，646 13，295 71．3 15

56 19，270 12，461 64．7 10

57 19，757 12，583 63．7 10

58 19，934 12，087 60．6 13

擶

馨　　
　
轟
聾

　
　
　
　
　
　
雛
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

麟欝，難騒講・嚢馨轟一
●結核は昔の病気と思われて

　きています。そのせいか受

　診率は年々低下して来てい

　ます。・しかし新発生の患者

　は、わずかに増加のきざし

　をみせ、検診を受けていな

　い人から出ています。

●胸部レントゲン撮影は、最

　近増加している肺ガンの発

　見にも役立っています。早

期発見早期治療のため、必
　ずうけましょう。

撒灘灘灘

◎血圧（一般検診）住民検診における血圧値判定区分別推移

0
　
　
　
　
∩
V
　
　
　
O
　
　
　
　
O
　
　
　
　
∩
V
　
　
　
O
　
　
　
　
O

7
　
　
　
　
6
　
　
　
　
5
　
　
　
　
4
マ
　
　
　
　
3
　
　
　
　
ラ
』
　
　
　
　
－

64．3

　　　　　　　　　　53．4％

受
診
者
数

年度

51 52 53 54 55 56 57 58

　　人
10，817 10，343 8，136 8，121 10，876 10，311 10，480 10，285

19．5

28．9％

26．2

17．7％

　
分
度

　
区
年

％ 51　52　5354　55　56　57　58
年

　　正常血圧

51　52　53　54　55　56　57　58

年　境界血圧
51　52　　53　54　55　56　57　58

年　　高　血　圧

濯

、
免
乙

ノρ（

瓦

F
　
㌧
　
　
　
　
　
」

17．7％

53　54　55　56　57　58

高　血　圧

●高血圧の人が少なくなり、境界血圧の人が反対にふえ、正常はほぼ横ばい状態で

す。血圧の高い人の服薬管理がきちんとなされ、又うす味に慣れて食事に注意す

　るようになった為、血圧が下って来ていると考えられます。

◎尿検査

巡

。
ノ
。

　
加鷲
謬

総数9，833人

男3，163人
女6，670人

尿
蛋
白

異
常
な
し 男

94．8％

（2，998人）

3．6％（238人）

（±）（＋）

　＼
　5．2％（165人）
　　（±）（＋）

高血圧の基準

（WH　Oによる。年齢に
関係なし）

●高血圧…最大血圧160

　以上、最小血圧95以
　上

●境界域高血圧

　最大血圧140～159、

　最小血圧90～94

●正常血圧…最大血圧

　139以下、最小血圧89

　以下

正しい自分の血圧を知る

〃誹
　

も
ノ

欝　　
霧
“
畿

　
　
　
　
鞭
韻

女
96．4％（6，432人）

〆

ずず

議
毒
　
　
　
整
嚢

　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
構

異
常
な
し

尿糖

灘禦
灘
灘

鞭
蹴

　譲

懇
難

嚢

　1回の血圧測定だけで高いといわれても、必ず

しも高血圧とは限1）ません。血圧は季節や生活状
態、運動、感情などで変化します。

　日を改めて何回か測って、自分の血圧の傾向を
しっか1）つかむことが大切です。

男
93．0％

（2，941人）

2．7％（182人）

（土）（＋）

　＼
7．0％（222人）

　（±）（＋）

女
97．3％（6，488人）

◎血圧（精密検診）
　　　　　　　　　異常なし1人
　　　　　　　　　（0．3％）

要観察
58人

（18．4％）

灘
燕

譲
雛

縫
簿

要指導・要医療
256人（81．3％）

異
常
な
し

尿潜血
31．2％（2，082人）

（±）（＋）

男
82．4％

（2，605人〉

女
68．8％（4，588人）

17．6％（558人）叢

（±）（＋）

．
課
　
　
藷

　
　
　
　
霞

　
　
　
　
　
　
萎

　精密検査を受けた方の中で異常なしは1名だけです。異常の内訳では、

男性は肝障害、尿糖異常が多く、女性は、肥満高脂血症が多くみられまし

た。飲酒、食生活等が影響しているようです。

異常の内訳

高血圧 心障害 動脈硬化症 高脂血症 貧　　血 肝障害 尿糖異常 蛋白尿 尿潜血 肥満その他

男 62人 36人 5人 6人 2人 18人 4人 9人 21人

女 86人 57人 6人 26人 6人 3人 3人 19人 87人

磁縦　藁

（但し診断名2つ以上の者あ1））
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弼

40歳未満 40～64歳 65歳以上 計 糖尿病型 境界型 正常型 未　検

男 7人 53人 17人 77人 26人 47人 4人
21人

女 4人 41人 7人 52人 35人 17人

◎血糖検査

蟹
繍
嚢

●129人受けた中、正常は4人しかいません。

●受けなかった21人の方は、その後どうされたでしょうか。

　まだ検査を受けていない方は是非血糖検査を受けましょう。

●糖尿病は放っておくとからだの活動能力を低下させ、脳卒中、心臓病、腎

　臓病、視力障害、感染症など、多くの余病を併発する病気で、対策をおろ

　そかにすると危険です。

牙◎o呂館

9

粧
．
鮭
囲

　●　．
よ）の

因と考えられます。

灘
籔
灘
灘
・
懸
灘
、

栄養状況（4ヵ月児健診より）

月歳
　方法％

年度
母 混 人 不明

3～4
57 26．8 27．7 44．3 1．2

58 25．4 34．6 39．5 0．6

●母乳がわずかに少なくなってはいるが、

　人口栄養が4割にみたない程となり、混

合が増加しています。

母乳のよさが浸透して来たのと共働きが

ふえ混合栄養となっていると考えられま

　す。

．
罎
鞭
灘
撒
灘
・
繊

2
3

0

7
1《一ス

　、

踏

）

aドa
“．ノ

ぶ
〆
ρ

℃

月
　
歳

年
度

対
象

受
診

受
診
率

要
注
意

要
精
検

4
ヵ
月

57 604 569 93．7 72 10

58 565 512 90．6 99 12

10

ヵ
月

57 614 562 91．5 61 4
58 588 532 90．5 80 9

－
歳
6
ヵ
月

57 622 595 95．7 43 9
58 609 570 93．4 81 10

3
　
歳

57 690 660 95．7 75 14

58 648 619 95．5 95 33

●前年に比べ要注意者の増加がみられま
　す。共働きや核家族等で子供へのかか
　わり方の不足などが考えられるが、そ
の後の手のかけ方で改善されて来てい

　ます。

　
　
㊥

諺鳥
二も
o

幼児歯科検診
●なかなか虫歯は少なくなりませ

　ん。1歳半の虫歯は、わずかに

治療されるようになって来まし

　たが、まだまだ子供の口の中は、

　いたんでいるようです。

年　齢 年　度 う　歯
り患者

う　　歯
平均本数 処置率

1歳6ヵ月

　児

57 10．1 0．27 O％

58 10．9 0．27 1．3

3歳児
57 81．4 5．2 6．9

58 82．2 5．45 8．3

瀞ゆ・ψ・●・帯◆ゆ◆ψr●・瀞φ・ψrひ鞭

1歳6ヵ月児

3歳児
　　地区別う歯り患状況

総

　
（
地
区
）

、
水
沢

下
条

脳
吉

田

．
川
治
・
六
箇

．調．醗

82．2
‘｝も、・’～

籔繋

㌦縄鐡

雛

瀟締
凝欝鯛壱

“ノ，し噸・1・

難
懲欝

，翼購

・’ゐ

　　、

10．9

轡

90
　
8
0
　
7
0
　
6
0
　
5
0

40

　
3
0
　
2
0
　
1
0
　
0

中
条

饗鑛

新
座
・
大
井
田

十
日
町

全
市

◆
も
，
◆
も
．
．
◆
も
◆
垂
，
◆
．
撃
◆
善
．
◆
．
墾
．
．
◆
も
．
◆
・
隻
．
◆
皇
．
．
◆
亀
．
◆
・
も
．
◆
集
．
◆
も
．
◆
墾
，
◆
も
，
◆
墾
．
・
◆
垂
．
◆
も
．
◆
も
，
◆
奪
◆
も
、
・
◆
毒
．
・
◆
・
毛
，
◆
毒
◆
も
噌

　　　　　　私

　　　跨づ

物径康法、く

小泉第3　り

佐藤誠一さんN（応
　（農業）

齢
　
大
低
の
人
が
「
彼
は
大
酒
飲
み
の

ゆ
榊
わ
り
に
達
者
だ
な
」
と
言
い
ま
す
。

ゆ

鱒
私
は
既
に
還
暦
も
過
ぎ
、
老
人
の
仲

◆
　
　
　
　
　
　
　
、

襯
間
だ
と
観
念
し
　
そ
れ
だ
け
に
健
康

◆
榊
へ
の
注
意
が
も
っ
と
必
要
か
と
考
え

ゆ

樽
て
い
ま
す
．

φ
ゆ
　
会
合
等
が
な
い
日
は
、
出
来
る
限

ぐ
韓
り
早
寝
を
し
、
朝
は
、
何
十
年
間
も

や

齢
新
聞
配
達
を
続
け
て
い
ま
す
。

噛
巻
・
◆
墾
◆
毒
◆
奄
◆
墾
・
◆
毒
・
◆
も
・
◆
も
・
◆
墾
◆
も
・
◆
睾
◆
，
睾
◆
毒
・
◆
。
等
◆
塾
◆
毒
臼
◆
睾
、
◆
も
・
◆
奪
・
◆
も
・
◆
曾
筆
◆
も
・
◆
墾
◆
も
・
◆
も
◆
も
・
・
6
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

五
分
も
歩
け
ば
行
け
る
農
作
業
や
用
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

事
に
も
乗
物
を
使
う
よ
う
な
昨
今
、
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
歩
く
新
聞
配
達
は
、
健
康
面
で
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

は
非
常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
ま
た
、
機
会
あ
る
毎
に
血
圧
測
定
、
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
も
受
け
る
よ
う
心
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

が
け
て
い
ま
す
。
胃
腸
調
整
剤
と
し
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

て
は
、
甘
茶
づ
る
の
効
能
が
良
い
と
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
り
昨
年
か
ら
毎
日
飲
用
し
て
い
ま
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
い
ず
れ
に
し
て
も
最
良
の
健
康
法
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
深
酒
を
慎
し
む
こ
と
。
晩
酌
を
焼
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

酎
二
合
程
度
が
翌
日
の
体
調
に
一
番
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

良
い
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

『
健
康
診
断
鮎
は
受
嫉
つ
ぱ
な
し
惣
は
な
勘
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
結
果
健
そ
つ
て
濯
自
己
管
理
謝
鷹
努
め
る
こ
と
ガ
汰
場
な
の
簿
捗
。
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国
民
健
康
保
険

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
と
老
人

保
健
の
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
、
医
療

費
の
額
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
医
療
費
の
額
の
お
知
ら

せ
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
五
十
五
年
十
二
月
か

ら
始
め
て
、
す
で
に
お
な
じ
み
の
も

の
に
な
り
ま
し
た
が
、
老
人
保
健
の

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
初
め
て
に
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
皆
さ
ん
に
は
、

今
月
下
旬
頃
に
郵
送
い
た
し
ま
す
が

内
容
は
、
五
十
八
年
十
月
か
ら
十
二

月
（
老
人
保
健
加
入
者
は
五
十
八
年

七
月
か
ら
九
月
）
ま
で
に
診
療
を
受

け
ら
れ
た
人
に
つ
い
て
、
入
院
、
通

院
、
歯
科
、
薬
局
の
別
に
診
療
日
数
、

　
　
隙

　
　
　
　
ロ

年
位

58

弾

劃療医た
　
つかかで間年

　
「

9
．
輪

・
老
人
保
健

。
●
“
．

月 医療費 被保険者数 1人あた1）の

医療費の額

1 135，971，770 21，699 6，266

2 127，131，154 21，695 5，860

3 140，173，734 21，552 6，504

4 127，306，830 21，511 5，918

5 133，293，526 21，461 6，211

6 136，496，835 21，310 6，405

7 142，872，572 21，240 6，727

8 128，854，481 21，239 6，067

9 126，465，572 21，220 5，960

10 119，725，193 21，222 5，642

11 116，088，829 21111　　，
5，499

12 126，650，816 21144　　，
5，990

医
療
費
の
額
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。（

医
療
費
の
額
は
、
病
院
の
窓
口
で

支
払
う
一
部
負
担
金
だ
け
で
な
く
、

そ
の
時
に
皆
さ
ん
が
受
け
た
医
療
費

の
全
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

　
医
療
費
の

　
節
約
の
た
め
に

　
医
療
費
が
増
え
続
け
、
そ
れ
に
つ

れ
て
保
険
料
も
値
上
が
り
を
続
け
た

の
で
は
、
こ
れ
を
負
担
す
る
私
達
に

と
っ
て
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
。

　
五
十
八
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
一
年
間
で
か
か
っ
た
医
療
費
の
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

額
と
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
左
上

の
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医

療
費
の
節
約
を
こ
こ
ろ
が
け
る
た
め

の
ひ
と
つ
の
資
料
と
し
て
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
節
約
の

た
め
に
つ
ぎ
の
こ
と
に
留
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
お
医
者
さ
ん
を
信
じ
ま
し
ょ
う

　
同
じ
病
気
で
転
々
と
お
医
者
さ
ん

を
変
え
た
り
、
症
状
の
回
復
が
は
か

ば
か
し
く
な
い
と
い
っ
て
、
す
ぐ
他

の
お
医
者
さ
ん
に
移
る
人
が
多
く
い

ま
す
が
、
ま
っ
た
く
の
医
療
費
の
無

駄
使
い
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
効

果
の
あ
る
良
い
医
療
は
期
待
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

②
深
夜
・
休
日
・
時
間
外
受
診
を
さ

け
ま
し
ょ
う

　
お
医
者
さ
ん
に
と
っ
て
迷
惑
で
あ

る
ば
か
り
か
割
増
料
金
が
か
か
り
ま

す
。
突
然
の
症
状
の
場
合
は
別
と
し

て
、
平
素
か
ら
の
注
意
で
受
診
は
十

分
避
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

③
早
期
発
見
・
早
期
治
療

　
具
合
が
悪
か
っ
た
ら
、
早
め
に
診

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
年
に
一

度
は
、
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

④
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
を

　
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
以

外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
適
度

な
運
動
、
休
養
が
健
康
の
三
本
の
柱

で
す
。

　
こ
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
が
欠
け
て
も

健
康
を
必
ず
害
し
て
し
ま
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

春
季
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ

　
紹
灘
董
牽
九
蕃
度
春
季
小
児
マ
ヒ

蛋
雛
銘
藩
ン
投
与
を
つ
ぎ
の
響
程
で

実
施
慧
蒙
す
。
（
料
金
は
無
料
で
す
）

■
該
箋
嚢
　
○
榊
園
解
：
…
五
八
藷

七
澱
登
霞
垂
審
工
趨
三
十
｝
臼
の
間

、
縫
盤
諜
義
た
人
　
○
こ
國
匿
…
…
五

戴
難
叢
潟
ユ
欝
～
六
月
三
十
日
の
閥

縷
盤
蒙
れ
縫
人
　
●
そ
の
他
…
…
照

歳
蓑
満
の
人
で
、
ま
だ
投
与
を
受
け

で
鱒
鞍
騨
人
と
榊
圃
し
か
受
け
で
覇

嶽
鱒
太

、
鐘
擾
与
秀
法
　
六
週
聞
以
圭
の
聞
隔
・

驚
難
園
毅
懸
、
都
登
で
聞
隔
が
継
な

総
灘
揚
念
懸
も
必
ザ
鷹
國
受
嫉
誕
蕉

慧
港
鱒
、
、
（
捷
だ
奮
囲
歳
以
上
の
太

檬
受
嫉
霧
れ
ま
懸
ん
．
）

顕
投
与
瓢
鯛
の
蓬
意

○
難
ど
も
の
鍵
簾
状
態
を
よ
く
知
つ

竃
糖
驚
．
聞
診
票
の
総
入
が
出
来
る

太
が
必
饗
連
義
で
毒
て
く
だ
惑
雛
。

○
投
与
繭
は
健
簾
管
理
縫
牽
分
蓬
惹

し
《
く
だ
き
樋
，

○
投
与
観
の
朝
ど
昼
の
体
温
測
定
を

忘
れ
ず
に

ン
投
与
を
実
施

　
　
　
□
持
参
す
る
も
の
（
憩
ぎ
の
も
の
を

　
　
　
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
や
恵
れ
た
場

　
　
　
合
ほ
投
与
が
受
け
ら
れ
ま
懸
ん
。
）

　
　
　
○
母
子
健
康
拳
嫉

　
　
　
○
印
鑑
（
印
懇
押
さ
義
縫
聞
診
票
を

　
　
　
持
参
す
る
人
は
除
く
）

　
　
　
●
霧
内
に
住
民
登
録
の
な
繍
太
が
獲

　
　
　
与
髪
受
け
驚
翻
場
舎
は
、
住
撮
登
録

　
　
　
の
あ
る
毒
瞬
村
か
ら
畢
防
接
種
依
頼

　
　
書
を
も
ら
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

O
風
邪
等
で
投
馨
が
不
安
な
人
は
．

主
治
医
ピ
網
談
爾
う
え
投
与
を
受
嫉

で
く
だ
さ
騨
。

■
投
与
を
受
酵
ら
れ
な
恥
人

○
発
熱
し
で
頃
る
人
。
諜
だ
は
著
し

い
栄
養
障
害
者

●
｝
年
以
内
に
け
い
れ
ん
症
献
を
塁

し
だ
ご
と
が
あ
る
蓬
と
が
明
ら
か
な
人

○
下
痢
患
者

○
そ
の
地
医
纐
が
不
適
と
認
め
だ
人

o
箋
穫
混
念
、
議
種
混
合
の
予
防
接

種
を
藁
纏
た
後
．
購
週
間
を
経
過
し

で
い
松
い
人
。

口
闘
診
票
の
記
入
に
つ
薩
《
…
…
閥

診
票
は
、
畢
防
接
種
の
事
故
を
防
ぐ

癒
め
、
投
与
当
懸
の
健
康
駿
罷
働
を
細

ゆ
、
医
簾
が
投
与
㈹
可
沓
巻
決
定
す

る
の
に
葬
常
幡
重
要
な
癒
⑳
謙
す
。

●
会
場
で
記
入
し
誕
協
海
だ
き
蒙
ず

が
、
子
ど
も
の
健
康
撒
態
縫
拶
糖
鷲

責
任
を
も
っ
て
正
確
に
記
天
穆
、
印

も
忘
れ
ず
催
押
し
て
く
躍
慧
い
．

○
保
護
者
驚
複
鱒
太
瀞
岡
俘
す
る
場

合
犠
前
も
窺
饗
繰
健
懸
ン
タ
ー
窓

口
に
期
意
し
ま
壷
の
懸
．
取
O
篠
お

い
懸
く
だ
さ
鱒
。

水下吉

沢条田

地地地

区区区

六川中

箇治条

地地地

区区区

新十
座
．
日
大
井
町
田
地
地
区
区

実
施
地
区

4
月
5
日
㈲

4
月
4
日
困

4
月
3
日
（
火）

実
施
月
日

午　　午
後　　後
2　　　1
　～時　　時
15　　　45

分　　分

受
付
時
間

受付時間は厳守ください。

保
健
セ
ン
タ
i

実
施
会
場

※
該
幾
欝
が
都
奮
の
悪
鱒
叢
ほ
都
舎
の
良
糖
日
に
愛
騰
誕
く
だ
さ
い
。

1購1鱗　l旧
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製
造
品
出
荷
額
等
五
十
一
億
円
減
少
し

六
百
五
十
一
億
円
に
と
ど
ま
る

　
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
実
施
し
た
工
業
統
計
調
査
の

結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
事
業
所
数

　
前
年
対
比
百
三
十
九
事
業
所
（
七
・

九
％
）
の
減
少
で
千
六
百
二
十
三
事

工業統計調査結果速報（概数）

昭
和
五
十
八
年
工
業
統
計
調
査

業
所
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
減
少
傾

向
は
七
年
連
続
の
も
の
で
、
繊
維
工

業
製
品
の
百
四
十
三
事
業
所
（
八
・

九
％
）
の
減
少
が
大
き
く
影
響
し
て

い
ま
す
。

　
従
業
者
数

　
七
千
二
百
三
十
人
で
前
年
対
比
六

産業中分類
昭　和　57年 昭　和　58　年 比　較　増　減

事業所数 従業者数 製造品出荷額等 事業所数 従業者数 製造品出荷額等 事業所数 従業者数 製造品出荷額等

総　　　　　　　　数 1，762 7，164人 7，006，293高 1，623 7，230入 6，506，672召 △139 66人 △499，621高

食　　　料　　　品 33 266 237，695 33 288 247，951 0 22 IO，256

繊維工業製　品 1，609 5，479 5，706，732 1，466 5，237 5，067，283 △143 △242 △639，449

衣服・その他の繊維製品 11 X X 11 X X 0 一 一

木材　・木製品 17 49 31，159 14 37 26，915 △　3 △12 △　4，244

家具　・装備品 20 92 62，382 20 95 64，247 O 3 1，865

パルプ・紙・紙加工品 3 11 4，589 3 11 4，486 O 0 △　　103

出版・印刷・同関連品 7 90 52，438 8 93 55，264 1 3 2，826

ゴ　　ム　　製　　品 1 X X 1 X X O 一 一

なめしかわ・同製品・毛皮 2 X X 2 X X O 一 一

窯業・土石製品 7 126 226，032 7 118 210，494 0 △　8 △15，538

鉄　　　　　　　　鋼 1 X X 1 X X 0 一 一

非　　鉄　　金　　属 1 X X 1 X X O 一 一

金　　属　　製　　品 6 22 15，256 6 25 19，866 O 3 4，610

一般機械器具 13 X X 14 X X 1 一 一

電気機械器具 15 486 163，357 20 696 150，816 5 210 △12，541

輸送用機械器具 1 X X 1 X X 0 一 一

精密機械器具 3 63 45，565 3 101 118，868 0 38 73，303

そ　の他の製　品 12 59 53，657 12 61 55，508 0 2 1，851

（Xの計） 421 407，431 468 484，974 47 77，543

繊維工業製品のうち出機 877 一
40，318 804 ｝

37，308 △73 一 △　3，010

〈注〉昭和58年数値は概数のため、確定数値と異なることがあります。
　　Xは公表をさしひかえたものです。

十
六
人
（
○
・
九
％
）
の
微
増
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
電
気
機
械
器
具

の
部
門
で
二
百
十
人
（
四
十
三
・
二

％
）
と
大
幅
な
増
加
を
示
し
た
ほ
か
、

精
密
機
械
器
具
・
食
料
品
等
の
業
種

で
も
増
加
し
、
繊
維
工
業
製
品
の
部

門
の
二
百
四
十
二
人
（
四
・
四
％
）

減
少
を
吸
収
し
た
結
果
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
製
造
品
出
荷
額
等
（
出
荷
額
＋
加

工
賃
収
入
＋
修
理
料
）

　
昨
年
の
調
査
で
七
百
億
円
の
大
台

に
再
び
の
り
ま
し
た
が
、
本
年
の
調

査
で
は
一
転
し
て
前
年
対
比
五
十
億

円
（
七
二
％
）
と
大
幅
に
減
少
し
、

六
百
五
十
億
六
千
六
百
七
十
二
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
精
密
機
械
器
具
・

食
料
品
等
の
業
種
で
は
比
較
的
安
定

し
た
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

主
要
産
業
の
繊
維
工
業
製
品
が
前
年

対
比
六
十
四
億
円
（
十
一
・
二
％
）

と
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

工
業
統
計
調
査
の
結
果
と
し
て
は
、

こ
こ
十
年
の
調
査
で
最
低
と
な
り
ま

し
た
。

　
昨
年
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
や

や
明
る
い
き
ざ
し
が
み
え
た
製
造
業

界
で
す
が
、
本
年
の
調
査
か
ら
み
る

と
、
依
然
と
し
て
地
場
産
業
の
繊
維

産
業
に
減
少
傾
向
が
続
き
、
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
よ

う
で
す
。

下
泳
造
誹
泳
設
濫
江
撃
に
関
歎
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬
鑛
㎜
緩
i
膣
猟
一
般
家
庭
蹴
蒙
闇

　
市
で
は
二
月
二
十
日
か
ら
二
十
五

日
に
か
け
て
、
下
水
道
の
普
及
を
め

ざ
し
て
一
般
家
庭
を
対
象
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
雪
消
え
と
と
も
に
、
家

あなたの家のトイレは，現在汲み取りで

すか，水洗ですか。

　　　　　　くみ取りと水洗の両方である

　　　　　　　　無回答5件

2．あなたの区域は下水道の処理区域です

　が，下水道への接続工事（排水設備工事）

　の予定についておたずねします。

　　　　　　　無回答27件

庭
や
事
業
所
で
は
下
水
道
の
継
ぎ
こ

み
工
事
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
近
隣

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
都
合
で
工
事
を
早
期
に
で
き

な
い
方
や
詳
し
い
こ
と
を
お
聞
き
に

　　　　　　　　　59年度中に
その他　　　　　　　接続したい

　　　　　　　　　　　25．6％
31・0％　　　　（367件）

　（444件）

　　　　　圏載数
　　　　　毒，聡購

　　　　　60年度に接続したい

　　　　　　　41．4％

＼　　　（593件）　　ノ

論書＼
（し尿浄化槽）

22．8％

（326件）鱗数くみ取りで
　　　　　　　　　ある
　　　　葉．翻締　74．5％
　　　　　　　　　　（1，066件）

3．排水設備工事をするにあたり，市で行う

　融資制度（最高70万円まで，利率6，5％，

　48回の元利均等月賦償還）の利用につい

　て。

繕
果

な
り
た
い
方
は
、
市
下
水
道
課
で
随

時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

4．59年度中に接続できない理由をおたず

　ねいたします。

　　無回答38件

し
　
　
　
　

た
％
件

し
」
0
3

用
4
2
ぐ6

禾
　
数
篠

新築や改築の
計画がある

　20。1％
　（237件）

一器蝿
　　（662件）

その他

20．1％

（237件

圓讐数
傑獲鄭鍛総
遷，隷羅鶴

工事費がかかりすぎる

43．2％　　（508f牛）

無回答

　166件

地形的に複雑である　　4．6％一、’

　　　　　　　　　　（54件）
他人の土地に下水道を
通すことの了解が必要
2．9％　（34イ牛）　　　　　　　　　　　5．9％

耀轟なり話合（69ツ

　第1期下水道受益者負

担金の納付については、

昭和54年度以来5年間に

わたり、これまでに約2

億7，700万円を納付して

いただきました。昭和58

年度第4期が最後の納期

になりますので、未納の

方は納期限の3月31日ま

でに市役所または金融機

関で納付してください。

昨年暮に下水道工事の

完了した学校町2丁目、

西本町2丁目の一部の区

域にっいては、4月1日
よ1）下水道の使用が可能

となりますので、早目に

接続工事をお願いします。

また詳しい供用開始の区

土或にっいては、3月17日

よ｝）3月30日まで下水道

課において縦覧を行って

います。
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東
北
電
力
㈱
で
は
、
五
九
豪
雪
に

よ
り
災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
た
市

町
村
で
、
屋
根
が
損
壊
し
た
な
ど
の

被
災
を
受
け
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
特
別
措
置
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

●
電
気
料
金
の
早
収
料
金
適
用
期
問

　
の
延
長

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
分
（
早
収
料

金
適
用
期
間
の
期
限
日
が
二
月
七
日

以
降
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）
・
二
月

分
及
び
三
月
分
の
早
収
科
金
適
用
期

間
を
各
々
一
ヵ
月
延
長
し
ま
す
。

●
不
使
用
月
の
電
気
料
金
の
免
除

　
被
災
時
か
ら
引
き
続
き
五
十
九
年

八
月
分
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
全
く

使
用
し
な
い
場
合
の
電
気
料
金
は
免

除
し
ま
す
。

●
工
事
費
負
担
金
の
免
除

　
被
災
前
と
同
一
場
所
に
同
じ
契
約

内
容
で
、
五
九
年
八
月
末
日
ま
で
電

気
の
使
用
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、

工
事
費
負
担
金
を
免
除
し
ま
す
。

●
臨
時
工
事
費
の
免
除

　
被
災
前
と
同
じ
場
所
に
、
五
十
九

年
八
月
末
日
ま
で
臨
時
電
燈
・
電
力

の
使
用
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、

臨
時
工
事
費
を
免
除
し
ま
す
。

●
そ
の
他
の
免
除

　
ω
電
気
施
設
の
一
部
が
使
用
不
能

と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
使
用
不
能

設
備
相
当
分
の
基
本
料
を
五
十
九
年

八
月
末
日
ま
で
免
除
し
ま
す
。

　
ω
被
災
の
た
め
に
契
約
を
一
年
未

満
で
廃
止
し
た
り
、
減
少
し
た
場
合

は
電
気
料
金
等
の
精
算
は
行
い
ま
せ

ん
。●

問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
本

町
3
　
智
五
二
－
三
一
〇
七
）
へ

一
．
』
蒲
、
飛
箇
郵
便
局
廃
進
；

国
民
年
金
受
給
者
は

　
　
藁
払
郵
便
局
の
変
更
届
け
を

『
』
繋
簾
郷
犠
濁
懸
、
雲
月
蕊
牽
蟹
を

灘
頻
海
灘
謹
縷
難
鰻
蒙
奮
・

、
欝
難
穫
潟
慈
支
払
郵
描
篤
と
し
て
、

叢
鑑
蓬
義
羅
繍
る
方
ぽ
、
燭
の
変
更

譲
続
き
懇
謬
な
鱒
と
四
潟
以
鋒
の
繕

金
懲
四
月
縁
福
祉
蕪
金
受
給
翻
鐡
灘

受
け
霧
燕
な
く
な
η
諜
奮
。

　
隼
金
係
懸
は
、
次
の
叢
灘
憩
変
蘂

届
碕
受
付
け
を
行
糖
ま
ず
の
懸
拳
続

き
謹
し
竃
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理

羨
懸
も
か
ま
い
ま
せ
ん
、

臼
時
　
三
月
三
十
日
（
金
）

　
　
　
午
前
牽
時
～
肇
後
鷲
時

『
翁
場
　
羽
根
辮
荘

蜷
参
雛
る
も
の
　
年
金
瓢
養
。
麹
鑑

閥
糞
懸
先
　
布
罠
生
活
課
年
金
係

　
懲
纏
籔
毒
盤
董
工
　
　
内
線
一
鶴

“
欝
㎜
國
董
）
織

　
　
　
　
採
用
予
定
人
員
　
約
二
百

　
　
験
名

　
　
試
第
亥
試
験
早
会
場

庁
用
五
月
＋
二
日
（
土
）
東
京

防
採
消
防
庁
消
防
学
校
及
び
消

消
官
防
技
術
試
験
講
習
所

京
防
受
験
資
格
ω
年
齢
－
・
昭

東
消
和
一
二
＋
年
四
月
一
百
か
ら

　
　
　
　
四
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子
　
ω
試
験
区
分
…

大
学
卒
、
短
大
卒
、
高
校
卒
程
度
（
各

試
験
区
分
と
も
六
十
年
三
月
卒
業
見

込
者
は
含
み
ま
せ
ん
。
）

受
付
期
間
　
四
月
二
十
三
日
（
月
）

～
五
月
八
日
（
火
）

採
用
予
定
日
　
五
九
年
七
月
以
降

問
合
せ
先
　
東
京
消
防
庁
人
事
部
人

事
課
採
用
係
（
〒
一
〇
〇
　
千
代
田

区
大
手
町
一
－
三
ー
五
　
智
〇
三
ー

二
一
二
－
二
一
一
一
・
内
線
四
四
三

五
）
へ

男
子
警
察
官
（
大
卒
）

　
　
採
用
特
別
試
験

　
　
　
　
－
新
潟
県
－

採
用
予
定
人
員
　
約
二
十
五
名

第
一
次
試
験
日
・
会
場
　
五
月
二
十

日
（
日
）
・
新
潟
中
央
警
察
署

受
験
資
格
　
昭
和
三
十
一
年
八
月
二

日
か
ら
三
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
で
、
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者

受
付
期
間
　
四
月
九
日
（
月
）
～
五

月
十
日
（
木
）

問
合
せ
先
　
十
日
町
警
察
署
（
智
五

二
ー
三
一
七
一
）
ま
た
は
最
寄
り
の

派
出
所
、
駐
在
所
へ

第4回交通安全ラリー　　～交通遺児チャリティ～

　　　　　囹4月8日（日）スタート十日町市役所

　　　　コ　ー　ス　市・中魚沼郡内約60km
　　　　参加資格　1車両2名以上、乗車定員まで。1台3，000
　　　　　　　　　　円（昼食2名分及びチャリティを含む）ま
　　　　　　　　　　た1名増ごとに500円加算
　　　　参加申込み　3月15日～31日　十日町交通センターまた
　　　　　　　　　　は高橋商会（西小学校前　奮57－4374）へ

　　　　問合せ先　事務局・根津慎一（田中町本通り　奮52－
　　　　　　　　　　2772）へ

消
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
指
導
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
、
中
小
企
業
の
合
理
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
工
場
な
ど
の
生
●

産
現
場
を
巡
回
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
i

技
術
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
を
受
け
た
企
業
の
中
に
は
、

十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
節
減
可
能
な

企
業
も
あ
り
ま
す
。
費
用
は
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
指
導
対
象
　
中
小
企
業
の
工
場
・

事
業
所
等

●
指
導
時
期
　
年
間
随
時
（
一
回
の

指
導
時
間
は
四
時
間
程
度
）

●
申
込
み
先
　
県
工
業
技
術
セ
ン
タ

i
十
日
町
試
験
場
（
学
校
町
一
・
實

五
七
－
一
一
〇
四
）
へ

た
っ
た
一
人
の
卒
業
式

　
　
　
i
南
雲
冬
季
分
校
閉
校
i

　
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
卒
業
式
。
水
沢

小
学
校
（
羽
鳥
隆
二
校
長
）
南
雲
冬

季
分
校
で
三
月
二
十
日
行
わ
れ
た
卒

業
式
は
、
今
年
限
り
で
閉
校
す
る
同

分
校
の
最
後
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
三
年
間
は
、
飯
塚
茂
夫
先
生

と
佐
藤
直
美
さ
ん
二
人
だ
け
の
授
業

で
し
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
以

来
の
長
い
歴
史
を
閉
じ
る
に
ふ
さ
わ

し
い
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
模
様
は
、
N
H
K
放

送
記
念
番
組
．
今
卒
業
式
を
迎
え
て
”

の
中
で
約
十
分
間
に
わ
た
り
全
国
生

中
継
さ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
庁
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

環
境
週
間
（
六
月
五
日
～
十
一
日
）

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
か
べ
新
聞

を
募
集
し
ま
す
。

●
内
容
　
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
と
し

た
も
の
。

●
応
募
資
格
　
小
・
中
学
生
（
個
人
、

グ
ル
ー
プ
を
問
わ
ず
）

●
規
格
　
B
2
版
（
タ
テ
七
二
八
，
リ

×
ヨ
コ
五
一
五
ミ
リ
）
で
、
横
長
で
も

よ
く
、
紙
の
色
・
質
は
自
由
で
す
。

　
作
品
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
、
氏

名
、
製
作
年
月
日
、
学
校
所
在
地
、

　
　
「
環
灘
週
聞
猶

　
　
か
壌
癒
翻
蒙
集

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
締
切
日
　
五
月
七
日
（
月
）
必
着

●
賞
・
発
表
　
小
・
中
学
生
の
部
に

わ
け
、
環
境
庁
長
官
賞
各
一
点
、
入

賞
数
点
。
そ
の
他
参
加
賞
。
　
五
月

下
旬
に
県
、
学
校
に
通
知
し
ま
す
。

●
送
り
先
・
問
合
せ
先
　
環
境
庁
総

務
課
広
報
室
（
〒
一
〇
〇
　
千
代
田

区
霞
が
関
一
－
二
－
二
　
智
〇
三
－

五
八
O
l
四
九
八
一
）
へ

●
そ
の
他
　
ω
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
㈲
版
権
は
環
境
庁
に
帰
属
し
ま

す
。

㈱lli斜灘唱、
ー
日
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　　　　　　　　　　　　　　牽瞬彫澱蕪一勢溝躍

民スポーツ大会

ス
テ

の
動

市
活
映

町
ッ
放
局

日
一
ビ

　
　
　
　

十
ポ
レ
（

昭和58年度

あんな＝と・こんなこと

　台風10号の

　つめあと

信濃川運動公園

太田島野球場冠水

（9／29・30）

懸

　撒　嚇羅霧
燃　　　灘

　　　　　　　　　　＊＊＊昭和58年度とおかまちスポーツア・ラ・カルト＊＊＊

：磐欝ll隙鰹』一癒i総1罐藷姻畷灘繋
■プロ野球（巨人．西武戦）雨の中運営陣大奮闘。”　へ』　　ぷ■無事是レ名馬。メデタシ山岳。

■十日町勢、青年大会、県大会でも活躍。　　　　　　包　　　　　目楽しいサイクリング、各地でツアー実施。
■卓球ママさん、ガンバル。各地にサークル結成。　　　　　　…⇒■各地区統一運動会、成大に挙行。

■軟・硬テニス熱たかまる。会員急増、活動充実。　　　　　　　■若さでフアィトのゲートボールパワー。

■公式審判員（バレー、バド、軟庭）多数誕生。

OO②（∋∈）の』②◎ロ0ロ

ちょっとからだのだるい　　　脳以序k

　　　　　　　　　　　　　　　田
時に…ほんの少しだけか

　　　　　　　　　　　　バ

努
　
　
‘

雪師

㌍
”
研

慶
ξ

爽’

囹乙．）

軽員求一響鐸馨響鰭灘聯購義翻

　高齢者体育教室も「すこやかに老いるために…」

をスローガンにかかげ、発足してから、はや1年が

すぎようとしています。会員も67名となり、ますま

す活動も盛んです。

60歳以上の方、気軽に市民体育館においでください。

　毎週水曜日　午後1時30分～3時30分

　連絡先会長石坂正隆（智52－2385、昭和町3）

．誕麟鞭縣灘鰻灘熱
期日 行　事　名 会場 主　管

％（日） 市長杯春季バスケットボールリーグ戦 十日町中体育館 市パスケットボール協会

％（月） 学校体育施設開放事業開始 各開放校 市教育委員会

％㈱ 高齢者体育教室開始 市民体育館 軽スポーツクラブ

％（日） 郡市軟式卓球選手権大会 市民体育館 市卓球協会

％（月）

春　季柔道教室 武道館 市柔道協会

％側） 軟式庭球基本兼ジュニア講習会 市民体育館 市軟式庭球連盟

捕議、体力つくり1。。日運動

達成認定証授与

　◎．．．．．，璽　　　　今年は市内から

201家族￥607人の皆さんが参加。

達成された万には，4月中旬￥県教育

委員会から認定証が交付されます。
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昭
和
五
十
九
年
度
青
年
海
外
派
遣

●
応
募
期
間
　
昭
和
五
十
九
年
三
月

十
五
日
か
ら
四
月
十
四
日

●
選
考
試
験
　
・
四
月
二
十
七
日

・
平
安
閣
（
新
潟
市
学
校
町
通
二
ー

五
二
六
八
）
・
面
接
、
英
会
話
及
び

筆
記
試
験
（
一
般
常
識
）

●
問
合
せ
先
　
十
日
町
市
公
民
館
内

社
会
教
育
課
（
盈
五
七
－
五
〇
一
一
）

へ
。

事業名 訪　問　先 期　　間

青年リーダー
養成海外研修

フィリピン・インドネ

シア

59年10月15日
　　　～
59年10月26日
（12日間の予定）

青年海外派遣
アルジェリア・ケニア・

アラブ首長国連邦・メ

キシコ・チリ

59年9月～10月
　（約3週間）

日本・中国
青年親善交流 中　国 59年9月～10月

　（約10日間）

青年の船 インド・スリランカ等 60年1月～3月
　（約50日間）

東南アジア
青年の船

インドネシア・マレイ

シア・フィリピン・シ
ンガポール・タイ

59年9月～11月
　（約60日間）

・
◇
▼
・
人
V
・
δ
Y
・
◇
▼
・
◇
▼
・
人
V
・
◇
▼
・
◇
▼
・
人
V
・
◇
▼
・
◇
▼
・
人
V
・
◇
▼
・
ウ
・
ウ
・
ウ
・
人
V
・
ウ
・
マ
・
ウ
・
マ
・
ウ
・
ウ
・
◇
▼
・
ウ
・
ウ
・
◇
▼
・

　　　　　　
りの場一自己開発と仲間づく

～59年度十日町青年学級生募集～

前田幹先生

囹開級式　4月5日㈲夜7時～　十日町市公民館

囹講　演　「ヤングの学びと遊び」上越教育文学教授

　◎申込み・問合せは十日町市公民館盈57－5011

〈料理〉あなたの腕前

を美容と健康に…

〈写真〉心の詩を写真

　　　、にしよっ

〈焼物〉土と炎との

対話

〈絵画〉美への誘い。

あなたの感性を絵筆に

〈映画評論〉シネマが

あなたを魅了する！

〈タウン〉十日町の遺

産を探ろう！

〈ミニコミ〉1本のペ

ンで広がる十日町

〈ビデオ〉あなたもズ
ームイン！名スタッ
フになれます

囹25歳までの青年ならどなた
　でもけっこうです。

・期間は4月～60年3月
・学習は毎週木曜日、夜7時
　～9時、コース毎に行いま
　す。コース学習は、専任講
　師が指導します。

・他に全体学習、スポーツ、

　レクリェーションなどを行
　ないます。

・経費は年間2，000円と教材
　費の実費。

　　　　　齢としよ砂の皆惑んへ

　　老火講座が始まります
◆会　場　牽醤町霧公民館1本館）

◇期　間　翻～60年＄月　毎回午繭9時30分一午後3時30分

肇申込み　叢公舞館に遽絡用ハガ判2枚を添えて申し込みく

　　　　ださい。　1電話でも可）

拳難の他　教材費は各自実費負担してください。

膿餐繭は奎体学習、竿後からはグループ学習です。

※焼　物月1～2回※い　け　花4月13日・27日
※俳　　　句　4月17日　※あみもの・手芸　4月17日

※写　真4月19日

　開講弐ぱ4月10日㈹です
　　　　　　　　　　　　　　午前9時30分

　窪車込み、闘合せは牽園町市公民館（57－50i1）へ

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
3
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

小
型
冷
凍
冷
蔵
庫

中
　
古

三
万
円

ソ
　
フ
　
ア
　
i

中
　
古

相
談
で

除
　
　
湿
　
　
機

　
　
　
五
十
三
年
型

高
巾
奥

61
×
2
5
×
3
5

相
談
で

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
靴

　
　
　
　
二
十
四
㎝

〃

〃

ス
　
キ
　
ー
　
靴

　
ハ
ン
ソ
ン
ア
バ
ン
テ
ィ

二
十
五
㎝

　
（
紺
）

一
万
二
千
円

自
　
　
転
　
　
車

（
小
学
校
四
・
五
年
）

男
　
子

〃

ス
キ
ー
パ
ン
ツ

　
　
　
　
エ
レ
ッ
セ

W
7
6

股
下
7
6

一
万
二
千
円

ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン

中
　
古

〃

事
　
　
務
　
　
机

　
ス
チ
ー
ル
（
両
袖
）

巾
励
㎝

三
千
円

乳
　
　
母
　
　
車

中
　
古

〃

ポ
ケ
ッ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

プ
リ
ン
タ
ー
・
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

（
ケ
ー
　
ス
付
）

シ
ャ
ー
プ

P
C
－
、
5
0
0

九
万
八
千
円

　
「
春
を
待
つ
む
＾

　
　
1
％
N
H
K
テ
レ
げ

今
年
三
月
限
り
で
、
昭
和
二
十
二

年
以
来
開
校
さ
れ
て
き
た
水
沢
小
学

　
　
机

（
時
計
・
ラ
イ
ト
付
）

中
　
古

相
談
で

皮
　
カ
　
バ
　
ン

　
（
黒
）

高
校
生
用

〃

農
業
用
乾
燥
機

　
　
　
　
（
た
て
型
）

中
　
古

一
万
円

十臼町の

　　人に
　　　　　　　　　ヌむ
　　　　なりました・
■宮下町酉
　金争紀畢さん　　　　　〔43〕

　～菜京・浅草から～

★
三
裡
祭
サ
で
有
名
な
東
窟
は
下
町

の
浅
草
か
ら
眸
年
の
十
二
月
に
牽
欝

・
町
の
人
に
な
っ
た
の
は
、
宮
下
町
顧

の
金
畢
芳
信
さ
ん
（
表
具
震
・
二
牽
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
サ
よ

歳
）
の
と
蓬
ろ
に
稼
い
で
来
赴
紀
子

§
ん
癒
す
。

★
こ
人
は
芳
僑
さ
ん
が
東
憲
の
癒
舗

内
蓑
関
係
の
会
社
に
勤
め
て
鱒
潅
婁

蒋
、
青
年
学
級
の
鯖
ー
費
ル
活
動
で

細
燈
奮
い
蔓
年
帯
の
焚
際
後
灘
…
ル

曝
勤
し
ま
し
だ
。

嚢
輩
黛
瞬
の
邸
象
に
つ
糖
鷺
は
瀦
諜

と
議
類
癒
素
敵
な
街
羅
す
。
認
も
ブ

ラ
頻
と
時
聞
を
過
ご
せ
蓬
所
が
あ
れ

ぽ
と
思
鱒
ま
す
一
こ
の
豪
欝
に
は
驚

騨
だ
そ
う
懸
蝶
揮
鷲
お
震
も
近
い
し

瞬
常
盤
灘
縫
ば
羅
擬
藤
感
毯
諜
懸
ん
認

と
す
導
懸
鞍
灘
欝
鷹
鰭
溶
け
込
ん
だ

ま
う
謙
す
。

嚢
芳
欝
さ
ん
の
話
し
で
は
、
欝
え
ん

坊
の
紀
子
さ
ん
で
す
が
、
み
譲
蓬
鞍

か
つ
ぐ
の
が
夫
好
き
懸
、
高
鞍
麟
代

か
ら
談
こ
し
を
か
つ
秦
会
4
擢
爽

鯵
三
社
祭
ゆ
絃
も
ち
ろ
ん
、
お
叢
叢

ち
の
お
祭
纏
に
鐡
嚢
酵
癒
行
菊
驚
遷

の
鑑
と
。
諏
訪
ま
つ
棲
の
轟
蓬
毯
麩

見
る
の
を
傘
懸
お
楽
じ
み
に
鞍
饗
麟

る
ぞ
う
驚
奮
。

★
芳
繕
さ
癒
は
叢
代
欝
．
礁
集
鑑
鶏

麓
癒
く
鞍
鑛
義
だ
お
繋
愚
ん
巻
継
謹

今
は
お
母
さ
ん
老
縫
事
巻
難
懸
鱒
叢

す
が
、
近
鱒
う
ち
醸
紀
華
番
癒
逡
楽

し
そ
う
縫
佳
事
懇
す
葛
妻
癒
発
霧
擬

る
こ
と
饗
し
ま
う
。

　
ま
た
諏
訪
ま
つ
駐
雄
縁
縛
の
燦
髄

お
叢
人
が
そ
ろ
の
誕
み
護
態
癒
雛
惣

ぐ
姿
も
見
ら
親
癒
琢
す
ば
捲
穆
縢
蓬

と
饗
す
。轟

麟
豫
縫

1
％
N
H
K
テ
レ
ビ
・
新
潟
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド
で
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
南
雲
冬
季
分
校
が
閉
校
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
が
、
．
分
校
教
員
の
飯
塚
茂
夫
さ
ん

の
話
や
地
区
の
人
の
話
な
ど
を
、
N

H
K
テ
レ
ビ
三
月
三
十
一
日
牛
前
七

時
五
十
七
分
か
ら
十
三
分
間
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
（
山
根
基
世
さ
ん
）
し
た

も
の
が
放
映
に
な
り
ま
す
。

旧腰1 翻斜1…　lil lヨi
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住
民
検
診
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
循
環
器
検
診
日
程

期
　
日

検
診
時
間

検
　
診
　
会
　
場

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

4
月
1
6
日
㈲

午
甚
剛
9
時
3
0
分

～
午
甚
剛
1
1
時
3
0
分

下
　
条
　
公
　
民
　
館

山
際
、
廿
日
城
、
岩
野

午
後
－
時

～
午
後
3
時

下
　
条
　
公
　
民
　
館

原
、
下
条
栄
町

4
月
1
7
日
㈹

午
』
削
9
時
3
0
分

～
午
甚
削
n
時
3
0
分

下
　
条
　
公
　
民
　
館

下
条
中
央
通
り
、
桑
原
、
野
田
、
蟹
沢

午
後
－
時

～
午
後
3
時

下
　
条
　
公
　
民
　
館

為
永
、
貝
ノ
川

4
月
1
8
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分

～
午
甚
剛
1
1
時
3
0
分

下
　
条
　
公
　
民
　
館

下
条
本
町
、
山
根

午
後
－
時

～
午
後
3
時

水
　
　
口
　
公
　
民
　
館

新
保
、
水
口
、
下
山
、
新
光
寺

4
月
1
9
日
㈲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

上
　
新
　
田
　
公
　
民
　
館

上
新
田
1
、
2
、
4

午
後
－
時

～
午
後
2
時

上
　
新
　
田
　
公
　
民
　
館

上
新
田
3

午
後
2
時
2
0
分

～
午
後
3
時

塩
　
野
　
冬
　
期
　
分
　
校

塩
　
野

4
月
2
0
日
㈹

午
仙
剛
1
0
時

～
午
幽
則
n
時
3
0
分

東
下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
i

平
、
漉
野

午
後
－
時

～
午
後
1
時
4
5
分

願
　
入
　
冬
　
期
　
分
　
校

願
　
入

午
後
2
時

～
午
後
2
時
4
0
分

仙
　
之
　
山
　
作
業
　
場

仙
之
山

4
月
2
3
日
㈲

午
些
削
1
0
時
3
0
分

～
午
些
削
n
時

慶
　
地
　
冬
　
期
　
分
　
校

慶
　
地

午
後
－
時

～
午
後
2
時
3
0
分

二
　
子
　
冬
　
期
　
分
　
校

二
　
子

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
方
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な
い
方
は

　
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
3
5
歳
以
上
の
方
は
検
尿
、
血
圧
測
定
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
循
環
器
検
診
（
検
尿
、
血
圧
測
定
）
の
受
診
者
は
百
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
老
人
保

　
健
法
に
よ
る
健
康
手
帳
医
療
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世

　
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

消
費
者
の
豆
知
識
⑥

　
　
　
　
　
し
み
、
汚
れ
の
落
と
し
方

　
下
着
や
子
ど
も
服
は
頻
繁
に
洗
た
く
し
、
白
物
は
漂
白
す
る
と
特
殊
な
し
み

や
汚
れ
以
外
は
落
と
せ
ま
す
。

　
イ
ン
キ
の
し
み
も
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
布
に
つ
け
た
直
後
な
ら
、
水
か
洗
剤
液
で

揉
む
と
落
ち
ま
す
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
綿
、
レ
ー
ヨ
ン
、

麻
、
毛
、
絹
製
品
で
す
。

〔
し
み
抜
き
を
行
な
う
と
き
の
注
意
〕

◇
変
退
色
、
組
織
や
光
沢
の
変
化
を
お
こ
さ
な
い
か
、
衣
服
の
め
だ
た
な
い
部

分
で
テ
ス
ト
を
行
な
い
、
染
色
の
不
堅
ろ
う
な
も
の
は
専
門
家
に
出
し
ま
す
。

◇
常
時
、
し
み
抜
き
剤
と
タ
ン
ポ
ン
、
下
敷
布
（
き
れ
い
に
洗
っ
た
白
綿
布
）

等
を
ま
と
め
て
保
管
す
る
。

◇
ビ
ニ
ー
ル
の
上
に
下
敷
布
を
敷
き
、
タ
ン
ポ
ン
に
少
量
の
し
み
抜
き
剤
を
つ

け
て
周
辺
か
ら
た
た
き
出
す
。

◆
し
み
抜
き
後
は
よ
く
す
す
ぐ
よ
う
に
す
る
。

〔
家
庭
で
常
備
で
き
る
し
み
抜
き
剤
〕

　
石
油
ベ
ン
ジ
ン
、
ア
ル
コ
ー
ル
（
原
液
）
、
石
け
ん
、
中
性
洗
剤
（
脇
％
濃
度
）
、

次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
、
過
炭
酸
ソ
ー
ダ
、
ハ
イ
ド
ロ
サ
ル
フ
ァ
イ
ト
（
1
％
）
、

ア
ン
モ
ニ
ア
水
（
肪
％
）
。

あし歯のないよい歯の子
（3月の3歳児健診を受けた子75名）

氏　名 住　　所 保護者名

佐藤　明子 稲荷町3本通り 正　治

斉木　智恵 下　川　原　町 一　平

小野塚英子 昭　和　町　4 芳　郎

市川　佑哉 四日町中原 講

池田　綾子 尾　　　　　崎 忠

岩田　里恵 尾　　　　　崎 良　夫

波形　　純一 八　　　　　幡 至

徳永恵里子 妻有町東1 正　俊

桑原　勇介 山　　本　　3 典　良

小川　知子 浅　　之　　平 重一郎

村山奈美子 高　田　町　4 和　夫

大津　淳一 千　　歳　　町 潔

滝沢　　　浩 大　黒　沢　東 正　信

長谷川　聡 大　黒　沢　東 豊

山田　真希 大　黒　沢　東 和　久

佐藤　正雄 土　　市　　5 正　美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ノ

　
　
購
　
〉
　
　
　
　
野

　
央
　
中
　
〉
　
　
割
　
」
〉
　
　
　
　
〉

医
癖
畑
購
隙
　
醜
騨
購
ー

編
轟
轟
灘
諺
轟
鑛
轡

日
駈
3
院
鑑
院
㌘
院
㊨
院
8
院
－
院
2
院
鉾

　
　
　
㊥
　
　
　
ユ
　
　
　
馨
　
　
　
玉
　
　
　
羅
　
　
　
◎
㎜
　
　
＄

講
灘
灘
欝
灘
離

4
帯
窒
墓
婁
魏
竃
蕃
蜘
藷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誕
　
　
蕪

　
　
揃
麟
　
　
　
　
　
欝
蹴
　
　
　
　
　
ロ
榊
　
　
日
　
　
趨
【
墓
槻
認
巷
蟹

　
　
饗
　
　
　
　
β
　
　
　
　
繕
　
　
箆
　
　
鱒
儀
鮪
”
賑

4
月
分
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

　
学
校
林
造
成
、
社
会
福
祉
施
設
な

ど
の
緑
化
、
緑
の
少
年
団
育
成
を
目

的
と
し
て
、
今
年
も
”
緑
の
羽
根
”

募
金
が
四
月
一
日
～
三
十
日
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
、
市
役
所
、
公
民

“
緑
の
羽
根
”
募
金
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

停
鐵
纏
難
難
難
せ

▼
三
月
二
十
七
日
㈹
午
前
九
時
～
午

後
一
時
　
土
市
第
二
、
第
三
の
各
一

部
　
太
田
島
第
一
、
第
二
、
第
三
の

全
部
。
▼
三
月
二
十
九
日
㈲
　
午
前

九
時
～
正
午
　
高
山
第
二
、
第
三
の

各
一
部
、
塚
原
町
の
全
部
。
▼
四
月

五
日
㈲
　
午
前
九
時
～
正
午
尾
崎
、

塚
田
、
太
子
堂
の
全
部
。
▼
四
月

十
日
㈹
　
正
午
～
午
後
四
時
　
錦
町

一
丁
目
、
春
日
町
一
丁
目
、
二
丁
目

三
丁
目
、
高
田
町
三
丁
目
南
の
各
一

部
。
▼
四
月
十
三
日
㈹
午
前
九
時
～

午
後
一
時
川
治
下
町
第
三
の
一
部
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
H
ロ
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ー
つ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
月
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

館
本
館
及
び
地
区
公
民
館
に
募
金
箱

を
設
置
し
、
十
日
町
中
、
南
中
、
野

中
緑
の
少
年
団
に
よ
る
街
頭
募
金
と

小
・
中
学
校
で
校
内
募
金
が
行
わ
れ

ま
す
。
　
．
緑
の
羽
根
”
募
金
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
小
川
ふ
じ
子
（
寿
町
四
）
　
電
子

レ
ン
ジ
（
お
年
玉
年
賀
は
が
き
当
選

の
も
の
）
…
十
日
町
公
民
館
（
実
習

室
）
へ
。

四
膨
饗
饗
灘
灘
雛
猶
金

　
　
雛
雛
雛
懸
灘
馨
せ

老
人
い
こ
い
の
家
「
四
ツ
宮
荘
」

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

4
月
n
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時

保
健
セ
ン
タ
i

55
年
1
0
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

4
月
1
3
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時

57
年
1
0
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

4
月
2
5
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
1
時
3
0
分

58
年
1
2
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

4
月
9
日

　
（
月
）

午
後
1
時

　
～
3
時

58

年
6
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
飯
籍
錆
呪
魏
謄
翻
硯
霧
編
科
検
診
が
あ
り
ま
す
か
ら

の
入
浴
料
金
が
四
月

さ
れ
ま
す
。

●
高
校
生
・
大
人
・
…

●
小
・
中
学
生
…
・
…

●
小
学
生
未
満
…
・
…

一
日
か
ら
改
定

…
：
百
五
十
円

…
…
：
八
十
円

…
…
…
：
無
料

4月6日㈹　　十日町市役所
4月19日㈲　　関芳織物
　時間はいずれも
　　　　午前10時～午後3時

明日といわず今献血を

粛
難
み
轟
な
誰
弱
豪
讐
灘
の
簾
欝
蓬
離
．

積
雪
深
爾
最
趨
灘
難
雲
驚
・
、
飛
雛
鴎
麟
、
難
麟

勝
藩
麟
、
蒙
麗
倒
壊
麓
盤
…
馨
麟
の
簾
雲
縁
機
懸
懇
禦

鍵
跡
懇
残
鞍
叢
犠
難
．

』
繍
灘
．
撫
繍
う
馨
薙
糞
き
癒
難
飯
灘
纏
異
麟
爆
．
糖
灘

叢
難
豪
霧
の
中
瞭
趨
欝
達
の
鎌
遜
懸
難
鐵
叢
驚
簾
欝
縷

鞍
欝
義
ぱ
嶽
霧
嚢
験
鐵
鑑
懸
叢
護
お
爆
蒙
醗
．
鯛
羅
馨
．

選
醗
闘
憲
の
褻
蓼
ブ
ル
奮
灘
鯛
難
灘
鱒
螢
鰹
彊
幾
難
麟
．

し
義
ま
懸
毒
、
必
難
纏
嚢
っ
懇
雲
蓬
闘
の
懇
縢
馨
幾
懸

は
。
案
熱
霞
分
の
蓬
お
鞍
藩
謬
灘
嶽
麟
雛
…
澱
鰹
叢
鱒

も
の
饗
攣
。

　
今
、
次
第
緯
溝
護
護
麟
く
雲
嚢
発
讐
瀞
鶴
、
灘
鷺
瓢
鱒
轟

灘
事
嚢
ぞ
擬
ぞ
蔽
が
振
穆
返
η
擬
省
奮
蕎
羅
逡
ぽ
．
蒙

雲
辮
策
の
ソ
フ
罫
療
エ
饗
老
し
羅
巻
撮
燭
墾
順
蓬
懸
嚢
。




